
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

2 2,190 単位時間 1,500 単位時間 210 単位時間 480 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 122 単位 100 単位 10 単位 12 単位 0 単位 0 単位

48 人 20 人 人 0 % 9 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和8年7月31日

422-8061

054-280-0173
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人中村学園 昭和47年4月10日 理事長　中村　徹 静岡県静岡市駿河区森下町4-25
422-8061

054-280-0173

静岡福祉医療専門学校 平成10年3月23日 中村　徹 静岡県静岡市駿河区森下町4-25

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

教育・社会福祉 専門課程（教育・社会福祉分野） 介護福祉学科 平成12(2000)年度 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的 高齢社会に対応できる福祉スペシャリストの育成。共感性豊かで、専門知識と技術に精通した介護福祉士の養成を目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）
取得資格：介護福祉士受験資格　　令和7年度の中退率：9％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

昼間 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

令和７年度

8
■地元就職者数 (F) 8
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　 100

100

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 8
■就職希望者数 (D)　　　　　： 8
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和8年5月1日時点の情報）

■主な就職先、業界等

福祉業界

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.can.ac.jp/fukushi/

100
■進学者数 0
■その他

0

うち企業等と連携した演習の単位数 0

うち必修単位数 0

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 2,190

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 480

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総単位数 122

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 12

0

うち必修授業時数 0

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 3

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 2

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 3

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

3

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 1

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： #REF!
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/
https://www.can.ac.jp/fukushi/


種別

－

－

－

－

－

－

－

－

－

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

大久保　武明
一期一会トータルケア株式会社
専務取締役（卒業生）

令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

後藤　明子 静岡福祉医療専門学校　子ども心理学科　学科長
令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

鈴木　ほまれ 静岡福祉医療専門学校　視能訓練士学科　学科長
令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

鳥羽　茂 特定非営利活動法人　静岡県ボランティア協会　理事長
令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

森山　綾子
島田市立養護老人ホーム　ぎんもくせい　主任生活相
談員

令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

冨田　順子 静岡福祉医療専門学校　教務課長
令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

中村　徹
学校法人中村学園　理事長
静岡福祉医療専門学校　校長

令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

専修学校 専門過程の教育課程の編成を行うにあたり、関係機関・団体等の要請を十分に活かしつつ、当該専修学校 専門課程の専攻分野に関す
る職業に必要となる実践的かつ専門的な能力を育成するために設置する。
職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的として、少子高齢社会時代の介護を担う学生たちが実際に働く現場を知るにあたり、
ボランティア活動や実習を活用する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　「委員会」は、専修学校 専門課程の教育課程の編成を行うにあたり、関係機関・団体等の要請を十分に活かしつつ、当該専修学校 専門課程の
専攻分野に関する職業に必要となる実践的かつ専門的な能力を育成するために設置する。
　委員会に出席する学科長より、学科に所属する教員に報告・伝達し、審議内容を共有するとともに、その内容を校長に報告。校長の最終的な判
断・許可により、介護分野に関連する職業に必要となる実践的かつ専門的な能力を育成することを鑑みて、次期のカリキュラム編成、教科書選定、
シラバス及びコマシラバス作成、教材作成、授業の運営に、審議内容を反映する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

有賀　浩 静岡福祉医療専門学校　副校長
令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

#REF!

中村　健太郎 静岡福祉医療専門学校　教育改革推進室長
令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

・年間開催数　２回
・開催時期　　 毎年７月、1月

（開催日時（実績））
第１回　令和7年7月10日　14：45～16：15
第２回　令和8年2月 5日　 14：45～16：15

原木伴美 静岡福祉医療専門学校　教務課長
令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

三嶋　秀子 静岡福祉医療専門学校　介護福祉学科　学科長
令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

井川　真世 静岡福祉医療専門学校　総合福祉学科　学科長
令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



福祉・介護分野の人材養成における産学連携には、カリキュラム上の実習、カリキュラム外のボランティア、そして、学生が主体的に企画し実行する
各種の地域活動がある。
　教育課程編成委員には、日頃これらの活動において学生がお世話になっている施設や団体の方々になって頂いており、委員会では、これらの活
動に対する率直な評価を伺うことができる。
　評価のなかには良いものも悪いものもあるが、良い評価は学生に紹介し、学生の自信に繋げるとともに、悪い評価は教員が共有し、指導に活かし
ている。



さまざまな生活の場における個人の生活を理解したうえ
で、個別ケアを考え、コミュニケ―ションの実施、他職種協
働を通じ介護福祉士としての役割について理解する。

個別性理解のもと介護計画の立案・実施・評価を行う。具
体的な介護サービス提供の基本となる実践力を養い、
チームの一員として他職種連携の重要性を学ぶ。

介護実習Ⅰ

科　目　概　要

介護実習Ⅱ

特別養護老人ホーム吉津園・介護
老人保健施設あみ・救護施設葵
寮・障害者支援施設桜の園
等６１施設

特別養護老人ホーム吉津園・介護
老人保健施設あみ・救護施設葵
寮・障害者支援施設桜の園
グループホームさくら・デイサービ
スセンター彩り等９０施設

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
本学における介護実習は、「社会福祉士及び介護福祉士法」にもとづく介護福祉士の資格を得るために必要な知識・技術を習得する目的で２年間
に１２週間行い、段階的に４回に分けている。
２年次の介護実習Ⅱは、個別ケアを行うために個々の生活リズムや個性を理解し、利用者の課題を明確にするための利用者ごとの介護計画の作
成、実施後の評価やこれを踏まえた計画の修正といった介護過程を展開し、他科目で学習した知識や技術を統合して、具体的な介護サービスの提
供の基本となる実践力を学習する。自己の技術・知識・態度の振り返り、人間と介護の本質を認識・追及しながらチームの一員として介護を展開す
る能力を養う。
２年次を２回に分けて実施する。
実習要綱に基づき、現場の指導者と巡回教員が連絡・連携を取り合いながら、学生の指導を協働する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

１年次の介護実習Ⅰは、利用者の暮らしや住まい等の日常生活の理解や多様な介護サービスの理解を行うことができるよう、様々な生活の場にお
いて個別のケアを理解し、利用者・家族とのコミュニケーションの実践、介護技術の確認、多職種共同や関係機関との連携を通じてチームの一員と
しての介護福祉士の役割について理解する学習とする。また、学内で学んだ知識・技術に基づき利用者との人間関係を深め、働く現場を見つめ自
己を振り返り、理解力・判断力を養う。１年次を２回に分けて実施する。
　２年次の介護実習Ⅱは、個別ケアを行うために個々の生活リズムや個性を理解し、利用者の課題を明確にするための利用者ごとの介護計画の
作成、実施後の評価やこれを踏まえた計画の修正といった介護過程を展開し、他科目で学習した知識や技術を統合して、具体的な介護サービスの
提供の基本となる実践力を学習する。自己の技術・知識・態度の振り返り、人間と介護の本質を認識・追及しながらチームの一員として介護を展開
する能力を養う。２年次を２回に分けて実施する。

　具体的には、PDCAサイクルを念頭に置き、学校での事前学習を踏まえた実習先でのオリエンテーションにはじまり、実習中は、指導者と教員が密
に連絡を取りながら巡回訪問を行う。そして、実習後は、指導者の評価を踏まえた個別指導を経て、実習報告会を開催し、自らの成長を学生が自
覚できるようにしている。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象：

「言いにくいことを伝える技術」～アサーティブ・コミュニケーションを学び合う

対象：

外国人介護従事者受け入れ制度・体制に関する知識を学ぶ
現場の受け入れシステムを学ぶことで、本学に入学する外国人介護従事者の幅を広げる目的。

介護地域福祉教育推進セミナー福祉士国家試験に合格さ
せるための教授方法の研究

連携企業等：

令和7年6月28日 対象：

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

施設や非常勤講師を招き、教員の実務に関する知識、技術、技能等を確認しあう。
　職能団体等が実施する研修に参加する。
　その他、必要に応じて、授業及び学生指導に関する教員の指導力等向上のための研修を積極的に受講するよう配慮する。
　毎年開催されている介護教員講習会や医療的ケア講習会に順番に参加する。
　また、その他、新任教員研修および教員の資質向上のための講習会へも積極的に参加する。
　具体的には、年度当初、前期終了時期、後期開始時期、そして年度末を節目とし、それぞれの時期の学生の状況などを踏まえた研修を職員会
議、学科会議において行う。また、夏季休講中には、教員が「専攻分野における実務に関する研修等」と「指導力の修得・向上のための研修等」に
関する研修計画を提出し、関係機関・団体と連携しつつ、学外での研修を受講する。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

学生に終末期の介護と医療をうまく伝えられるようになる目的。

大人の発達障害・グレーゾーンの理解を深める 連携企業等：

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

夏季休暇を利用して、各個人と学科で研修を企画する。

終末期の伝え方を学ぶ【こころとからだのしくみ領域】 連携企業等：

令和7年8月22日 対象：

令和7年10月7日 対象：

発達障害の特性・対応策について学び、人との関りずらさを抱える人との適切な関わり方を身につける。

利用者主体の関わりとは。利用者の思いに沿った支援に
ついて学ぶ

連携企業等：

令和7年6月24日

②指導力の修得・向上のための研修等

実践事例から福祉教育の実践方法や福祉教育の在り方を学ぶ

若い世代のタイプ別指導方法を学ぶ 連携企業等：

令和7年6月2日 対象：

若い世代が育ってきた時代背景や、どのようなことに英きゅを受けて自己形成されてきたのかを知ることで
世代間の相互理解をし、適切で効果的な指導方法を身につける。

外国人の学生が入学しやすい仕組つくり 連携企業等：

令和7年7月28日



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

令和8年10月27日 対象：

生活支援技術Ⅱでの参考に、行動障害の支援現場における技術とプロンプト技法を学ぶ

福祉分野におけるリーダーの７つの勘所　③ 連携企業等：

令和8年10月14日 対象：

医療福祉現場における職業倫理を学ぶ

急変を見逃さないための救急講座 連携企業等：

令和8年9月29日 対象：

日常生活でも使えるバイタルサインの急変予兆の基礎地域や介護現場で使える知識技術を学ぶ

行動障害支援に役立つ「基本のコツ」講座 連携企業等：

職業倫理について 連携企業等： 静岡県介護福祉士会

令和8年8月2日 対象：

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

②指導力の修得・向上のための研修等

人手不足を分析する

福祉分野におけるリーダーの７つの勘所　④ 連携企業等：

令和8年12月11日 対象：

勤務表を作る際の注意点

福祉分野におけるリーダーの７つの勘所　⑦ 連携企業等：

令和9年3月12日 対象：

面談を実施する



ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか （専門分野の特性が明確に
なっているか）
・学校における職業教育の特色は何か
・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか
・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に 周知され
ているか
・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方
向づけられているか

（２）学校運営

・目的等に沿った運営方針が策定されているか
・運営方針に沿った事業計画が策定されているか
・運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、 有効に機能し
ているか
・人事、給与に関する規程等は整備されているか
・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか
・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか
・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか
・情報システム化等による業務の効率化が図られているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
関連分野の代表者、卒業生の代表者（＝最も身近なプロフェッショナルとしての存在）に対し、本学の自己点検・評価について報告。
・教育活動全般、学内施設・設備関係、広報的活動、財務等への専門的助言を得る。
・教育の質を向上させ、教育の質の担保し、地域の人材ニーズに対応することで、卒業生及び卒業生の就職先（採用側）の満足度を
　向上させる。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか
・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教
育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか
・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工
夫・開発などが実施されているか
・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・
見直し等が行われているか
・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実
習等）が体系的に位置づけられているか
・授業評価の実施･評価体制はあるか
・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか
・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか
・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保して
いるか
・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保す
るなどマネジメントが行われているか
・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育
成など資質向上のための取組が行われているか
・職員の能力開発のための研修等が行われているか

（４）学修成果

・就職率の向上が図られているか
・資格取得率の向上が図られているか
・退学率の低減が図られているか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されている
か



種別

業界団体
等の役員

企業等委
員

（３）学校関係者評価結果の活用状況
　学生生活の基本的な姿勢に関する指導に加え、授業内容の改善や実習方法の改善、そして就職指導に反映させている。また、
外部委員の意見を今年度・来年度の教育活動その他の学校運営の改善等に活用する。
　具体的には、学生の基礎学力や社会人としての常識マナーの低下が目立つという委員からの意見を踏まえ、ビジネス能力検定、
もしくは社会人常識マナー検定を学生に義務化し、全教員で指導に当たるようになった。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
#REF!

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか
・自己評価結果を公開しているか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか
・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか
・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に
実施しているか

（１１）国際交流

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか
・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられているか
・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されているか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか

鳥羽　茂
特定非営利活動法人　静岡県ボランティア協
会理事長

令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

白鳥　智美
学校法人 中村学園
第一ひかり幼稚園　園長

令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

（６）教育環境

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか
・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備
しているか
・防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集
・学生募集活動は、適正に行われているか
・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか
・学納金は妥当なものとなっているか

（８）財務

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
・財務について会計監査が適正に行われているか
・財務情報公開の体制整備はできているか

（５）学生支援

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか
・学生相談に関する体制は整備されているか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか
・学生の健康管理を担う組織体制はあるか
・課外活動に対する支援体制は整備されているか
・学生の生活環境への支援は行われているか
・保護者と適切に連携しているか
・卒業生への支援体制はあるか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われてい
るか

※（１０）及び（１１）については任意記載。



企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

URL： https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
公表時期： ホームページ　（令和8年4月1日公表）

社会福祉法人 駿河会
特別養護老人ホーム晃の園　園長（卒業生）

令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

石間　洋美
一般社団法人 日本顧問介護士協会
理事長（卒業生）

令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

仲本　和弘
医療法人社団和紘会 やなぎだ眼科医院
事務長

令和7年4月01日～
令和9年3月31日（２年）

川﨑　誠之

https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/


５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育 ２．教育活動
（３）教職員 ４．教職員組織
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ２．教育活動

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学生生活の基本的な姿勢に関する指導に加え、授業内容の改善や実習方法の改善、そして就職指導に反映させている。また、
外部委員の意見を今年度・来年度の教育活動その他の学校運営の改善等に活用する。
　具体的には、学生の基礎学力や社会人としての常識マナーの低下が目立つという委員からの意見を踏まえ、ビジネス能力検定、
もしくは社会人常識マナー検定を学生に義務化し、全教員で指導に当たるようになった。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 １．教育理念・目標

（８）学校の財務 ８．財務
（９）学校評価 １．教育理念・目標
（１０）国際連携の状況 ２．教育活動　（海外研修における交流・視察）

（５）様々な教育活動・教育環境 ２．教育活動
（６）学生の生活支援 ６．学生生活支援
（７）学生納付金・修学支援 ６．学生生活支援

URL： https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
公表時期： ホームページ　（令和8年4月1日公表）

（１１）その他 #REF!
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
https://www.can.ac.jp/fukushi/info/information/
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1 1 ○ 現代倫理

倫理学を基調として現代の青年たちに欠落している面を
追及し、｢全人教育｣に向ける。｢生きる｣ことの意味を考
察させることから、さらに｢働く｣ことの意味を考えさせ
る。

1
通

60 4 ○ ○ ○

2 2 ○ 相談援助の基盤と専門職Ⅰ

人間としての尊厳の保持と自立・自律した生活を支える
必要性を理解し、専門職としての倫理と価値を考え、介
護場面における倫理的課題に対応できるための基礎を学
ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

3 3 ○ チームマネジメント論
相談援助の理論を基盤とした対人援助職の基礎的学習を
行う。同時に、介護職の基本である多職種連携の重要性
のもと、それぞれの役割と機能を考える。

1
後

30 2 ○ ○ ○

4 4 ○ 社会福祉概論

社会福祉全般にわたる概念や価値について学び、他の各
論との接点を見出す。同時に、実践場面において、それ
らの概念や価値がどのように生かされるのかについて学
ぶ。

1
通

60 4 ○ ○ ○

5 5 ○ 老人福祉論Ⅰ

少子・高齢化の現状、要介護高齢者と家族の現状につい
て学び、それらを支える法制度として、介護保険法の功
罪について学ぶ。同時に、福祉・介護の仕事の基盤とな
る法制度について学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

6 6 ○ 障害者福祉論Ⅰ

障害観と自立観、障害者の実態について学び、それらお
支える法制度として、障害者総合支援法の功罪について
学ぶ。同時に、障害者政策をめぐる国際動向と障害者権
利条約について学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

7 7 ○ 介護概論Ⅰ
介護の目的、機能、範囲を理解し、専門職業としての介
護を理解する。利用者様の尊厳を支える介護、自立に向
けた介護、介護サービスを理解する。

1
通

60 4 ○ ○ ○

8 8 ○ 介護概論Ⅱ
介護福祉士を取り巻く状況、介護福祉士の役割と機能を支えるし
くみ、介護従事者の倫理、介護における安全の確保とリスクマネ
ジメント等の概念を明確にする。

2
通

60 4 ○ ○ ○

9 9 ○ チームケア論

最適なサービスが独善的にならず、総合的・包括的に提
供されることの必要性を知り、そのために専門職、家族
や地域が連携し、切れ目なく一体的に支援していくこと
の重要性を考える。

1
後

30 2 ○ ○ ○

10 10 ○ リハビリテーション論
リハビリテーションにおける尊厳を支える介護の考え
方、自立に向けた介護展開方法を学ぶ。ICFの視点に基
づいた利用者のアセスメントができる。

1
前

30 2 ○ ○ ○

11 11 ○
形態別コミュニケーション
技術

人間関係の形成・障害への支援的対応・情報授受や保管に関する
文章記録の技術、これらの側面に対応するコミュニケ―ション技
術の必要性を学ぶび、習得する。

2
通

60 4 ○ ○ ○

12 12 ○ 生活支援技術(概論)
生活支援の内容と、支援が目指す生活の質を理解する。
利用者を「生活者」としてとらえ、自立に向けた援助方
法を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

13 13 ○ 生活支援技術(住居)
生活者の自立に向けた快適で安全な住環境の整備に必要
な知識、技術を身につける。それを実現する技術と方法
や居住環境の整備を実現できる能力を養う。

2
後

30 2 ○ ○ ○

14 14 ○ 生活支援技術(被服)
高齢者・障害者を「生活者」という観点で考え、被服生活を支援
する上で必要な知識、技術を身につけ、介護の場面を想定し、実
践力を身につける能力を習得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

15 15 ○ 生活支援技術(調理)

高齢者・障害者の状況および介護者自身にあった栄養と調
理について専門的知識・技術を身につけ、利用者の身体と
心の健康づくりに役立て、潤いのある充実した食生活が創
造できる支援者としての能力を養う。

2
後

30 2 ○ ○ ○

16 16 ○ 生活支援技術Ⅰ(介護)
利用者の自立を目指した生活支援、潜在能力を引き出す
とは何かを考え、安全・安楽を踏まえた基礎的な知識や
技術、態度を習得する。

1
通

60 4 ○ ○ ○

17 17 ○ 生活支援技術Ⅱ(介護)
障害のある要介護者の尊厳を保持し、生活の中でどのよ
うな困難を抱えているのかを見極める力を養う。同時
に、障害そのものへの理解を深める。

2
前

30 2 ○ ○ ○

18 18 ○ レクリエーション論
レクリエーションの果たす役割を理解するとともに、具体的な方
法や、コミュニケ―ションの基本を身につけ、レクリエーション
支援者としての在り方を学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

19 19 ○
レクリエーション活動援助
法

レクリエーションの提供を効果的に行うためのコミュニ
ケ―ション技術や、ホスピタリティの構築方法を考える
とともに、実技を通じて計画作成能力・実践能力を身に
つける。

2
通

60 4 ○ ○ ○

20 20 ○ 介護過程Ⅰ
介護計画の意義を考え、個別性・尊厳・倫理に基づいた
介護過程の展開ができるよう、基本的な介護過程の構
成、ICFに対する理解を深める。

1
通

90 6 ○ ○ ○

21 21 ○ 介護過程Ⅱ
知識や技術を統合し、ニーズを捉える視点を養う。具体的な事例
から、情報収集の展開、介護過程の実践的な展開を行い、評価・
再アセスメントの重要性を考える。

2
通

60 4 ○ ○ ○

22 22 ○ 介護総合演習Ⅰ
介護実習を行ううえでの介護福祉士としての心構え、社
会人としてのマナーを理解し、利用者の個別性を尊重し
た介護実践に発展できる能力を養う。

1
前

30 1 ○ ○ ○

23 23 ○ 介護総合演習Ⅱ
介護福祉士としての自覚を促し、実習での経験を重ねな
がら、専門職に求められる資質や総合的な能力を習得す
る。

2
通

90 3 ○ ○ ○

24 24 ○ 介護実習Ⅰ
さまざまな生活の場における個人の生活を理解したうえで、個別
ケアを考え、コミュニケ―ションの実施、他職種協働を通じ介護
福祉士としての役割について理解する。

1
通

120 3 ○ ○ ○

25 25 ○ 介護実習Ⅱ
個別性理解のもと介護計画の立案・実施・評価を行う。具体的な
介護サービス提供の基本となる実践力を養い、チームの一員とし
て他職種連携の重要性を学ぶ。

2
通

360 9 ○ ○ ○

26 26 ○ 発達と老化の理解Ⅰ
人間の成長と発達の観点から老化を理解し、各発達段階
での発達課題、心身機能の変化の特徴に関する基礎的知
識を習得する。

1
前

30 2 ○ ○ ○
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27 27 ○ 発達と老化の理解Ⅱ

老年期のある人の身体的・心理的・社会的側面の変化、
特徴を理解し、高齢者を多面的に理解できる力を養う。
「老い」や「死」について考え、自己の死生観・幸福
感・老年観の確立に結びつける。

2
後

30 2 ○ ○ ○

28 28 ○ 認知症の理解

認知症の医学的側面、種類、特徴、介護方法などの認知
症に関する基礎知識を習得し、認知症の人の理解に結び
つける。認知症を取り巻く環境、チームアプローチ、家
族支援などの視点を養う。

1
通

60 4 ○ ○ ○

29 29 ○ 障害の理解Ⅰ

障害のある人の心理や身体機能に関する基礎的知識を習
得する。障害のある人の体験を理解し、本人のみならず
家族を含めた周囲の環境びも配慮した介護の視点を学
ぶ。＜概論＞

1
後

30 2 ○ ○ ○

30 30 ○ 障害の理解Ⅱ

障害のある人の心理や身体機能に関する基礎的知識を習
得する。障害のある人の体験を理解し、本人のみならず
家族を含めた周囲の環境びも配慮した介護の視点を学
ぶ。＜各論＞

2
前

30 2 ○ ○ ○

31 31 ○ からだのしくみ
医学概論で学んだ身体のしくみをさらに深め、人体の構
造や機能の知識を理解した上で、根拠に基づいた適切な
介護の展開ができる。

2
前

30 2 ○ ○ ○

32 32 ○ 医学一般

介護を行う上で心身機能と身体構造は、当然必要で理解
しておかなければならない知識である。利用者の病態を
正しく理解し、対応を知ることによって、安全でより充
実した介護サービスが提供できるよう知識を深める。

1
前

30 2 ○ ○ ○

33 33 ○ こころのしくみ
介護実践に必要な知識という観点から、こころのしくみ
についての知識を養う。

2
後

30 2 ○ ○ ○

34 34 ○ 心理学
心理学理論による人の理解とその技法の基礎について理
解する。人の成長、発達と心理との関係について理解す
る。

1
前

30 2 ○ ○ ○

35 35 ○ 医療的ケアⅠ
福祉領域の専門家である介護福祉士が、医療分野の理念や
倫理を理解し、喀痰吸引・経管栄養についての基礎的知識
を習得する。

1
通

60 4 ○ ○ ○

36 36 ○ 医療的ケアⅡ
喀痰吸引・経管栄養・救急蘇生の実施手順、留意点を理解
し、安心・安全・安楽に基づいた技術を身につける。

2
前

30 2 ○ ○ ○

37 37 ○ ビジネス実務

職業教育・キャリア教育の必要性と重要性が益々高まっ
てきている中で、学生のキャリアビジョンを構築してい
く。同時にビジネス能力の向上が図れるよう、ビジネス
能力検定ジョブパス３級の検定資格取得を目指す。

1
通

60 4 ○ ○ ○

38 38 ○ 就職指導Ⅰ
学生が自分の能力と適性にあった施設･病院に就職する
には、自分自身を客観的に知り、施設・病院側の情報を
収集し、筆記試験や面接試験の準備を行う。

1
後

30 2 ○ ○ ○

39 39 ○ ゼミナール（福祉研究）Ⅰ

介護福祉士の役割として、実施している介護が科学的根拠
に裏付けられたものであるかを実証していくことの意義を
考え、論拠と主張を持って他者にわかるよう論述する方法
を学ぶ。

1
・
2
後

60 4 ○ ○ ○

40 40 ○ ゼミナール（福祉研究）Ⅱ
社会福祉専門職として必要な地域で社会資源を活用・開発
し、チームで実践・運動を展開する力量を実際の活動をと
おして学ぶ。

3
通

120 8 ○ ○ △ ○

期
週

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計 科目 122(2190) 単位（単位時間）

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
5

卒業要件： 科で履修したすべての科目に合格していること　その学年で出席率が90％以上であること
履修方法： 対面授業　状況に応じてハイブリッド形式
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